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謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

本
会
顧
問
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
吟
界
各
方
面
の
皆
様
、
新
し
い
年

を
迎
え
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
、
な
か
な
か
終
わ
り
が
見
え

ま
せ
ん
が
、
恐
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
活
動
を
進

め
て
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
四
年　

元
旦

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

会
長　

城　

戸　

城　

濤

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
（
或
い
は
共
存
）
は

　
　
　
人
類
の
宿
命
と
考
え

　
　
　
　
　
　
叡
知
を
結
集
し
て
　
前
進
を
…

　

令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、
会
員

皆
様
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ご
健
勝
に

て
こ
の
一
年
を
乗
り
切
ら
れ
ま
し
た

事
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
が
、
穏
や
か
な
安
定
し
た

良
い
年
と
な
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
数
が
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、
世

界
的
に
見
て
も
驚
異
的
な
現
象
の
よ

う
で
す
が
、
こ
れ
は
、
ど
う
も
も
っ

ぱ
ら
コ
ロ
ナ
の
側
の
都
合
に
よ
る
も

の
で
、勝
手
に
変
異
し
て
い
る
内
に
、

ど
う
も
感
染
力
を
弱
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

も
感
染
者
数
減
少
に
寄
与
し
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
の
よ
う
で

す
か
ら
、
皆
様
に
も
３
回
目
接
種
を

お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
ざ
っ
と
振
り
返
っ
て
見
ま

す
と
、
１
月
の
全
国
理
事
会
の
中
止

に
始
ま
り
、２
月
に
は
指
導
者
講
習
・

研
修
会
を
中
止
す
る
等
、
会
内
の
事

業
・
会
議
は
こ
と
ご
と
く
中
止
ま
た

は
延
期
・
縮
小
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

勿
論
、
他
会
と
の
交
流
行
事
も
中

止
さ
れ
、
更
に
当
会
の
最
大
行
事
で

あ
る
全
国
大
会
も
２
年
連
続
の
中
止

を
決
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状

況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
１
月
の
理
事
会
、
２
月

の
指
導
者
講
習
・
研
修
会
も
３
年
度

行
事
の
締
め
括
り
と
し
て
開
催
の
予

定
で
進
行
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

の
積
極
的
な
ご
参
加
を
希
望
し
て
お

り
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10

月
９
日
、
名
古
屋
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
こ
ち
ら
も
是
非
と
も
成
功
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
中
、
会
員
の
減

少
に
は
、
な
か
な
か
歯
止
め
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ば
か
り
は
、
錦
城

流
吟
詠
と
ご
縁
を
頂
い
た
会
員
お
一

人
お
一
人
の
口
コ
ミ
に
勝
る
も
の
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
ど
う
か
、
お
仲

間
を
増
や
す
こ
と
に
お
力
添
え
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
減
少
に
よ
る
減
収
財
政
の
中
、

予
算
を
組
み
、
事
業
計
画
を
立
て
る

の
も
、
中
々
に
困
難
を
伴
う
も
の
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
お
一

人
お
一
人
が
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
錦
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城
流
吟
詠
を
改
め
て
認
識
さ
れ
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
お
知
ら
せ
し
、

勧
誘
し
て
行
っ
て
下
さ
る
こ
と
の

外
、
解
決
の
道
は
無
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
結
果
は
、
１
年
後
に
数

字
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。
共
々
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、「
流
と
会
の
統
合
」
と

い
う
重
い
命
題
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
錦
城
会
は
、

錦
城
流
吟
詠
を
学
ぶ
愛
好
者
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
社
団
法
人
で

す
。会
が
先
に
有
っ
た
の
で
は
な
く
、

流
が
あ
っ
て
の
会
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
現
在
、
有
難
い
こ
と
に
、

宗
家
が
ご
健
在
で
指
導
に
作
曲
に
日

夜
奮
闘
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
し
か
し
、
何
時
ま
で
も
甘
え
て

い
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
数
年
の
内
に
、
宗
家
の
意
に

沿
っ
た
形
で
、「
流
と
会
の
統
合
」

と
い
う
流
儀
の
尊
厳
と
錦
城
会
の
存

続
と
を
両
立
す
る
こ
と
の
で
き
る
方

向
性
を
探
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
会
員
皆
様
の
お
知
恵

と
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
・
・
・
。

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
日

金
子
城
大　
（
埼
玉
県
）　
　

３
・
11

関
連
記
事
は
（
４
面
に
）

◇
新
宗
範
の
紹
介
◇

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
４
年
１
月
〜
３
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

◆
指
導
者
講
習
・
研
修
会

・
2
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）

・
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
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相
談
役	

山
元
錦
城
（
東　

京
）

同	

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

最
高
諮
問
委
員	

高
橋
城
伸
（
広　

島
）

同	

山
元
錦
隆
（
東　

京
）

同	

村
瀬
城
博
（
愛　

知
）

同	

林　

錦
馨
（
長　

崎
）

副
会
長	

金
子
城
大
（
埼　

玉
）

専
務
理
事	

草
彅
城
輝
（
東　

京
）

常
務
理
事	

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

同	

土
師
城
皓
（
神
奈
川
）

同	

高
羽
城
幹
（
神
奈
川
）

同	

佐
藤
錦
杲
（
神
奈
川
）

理　

事	

今
井　

勝
（
東　

京
）

同	

東
本
錦
怜
（
福　

岡
）

同	

村
山
城
機
（
東　

京
）

同	

古
賀
城
暎
（
佐　

賀
）

同	

西
川
錦
洸
（
広　

島
）

同	

竹
崎
錦
里
（
道　

南
）

同	

遠
藤
城
啓
（
東　

京
）

同	

吉
本
城
川
（
鹿
児
島
）

同	

堀
川
城
怨
（
滋　

賀
）

同	

鍛
治
錦
代
（
愛　

知
）

同	

岡
村
城
司
（
滋　

賀
）

同	

後
藤
錦
曜
（
長　

崎
）

理　

事	

林　

錦
枝
（
滋　

賀
）

同	

佐
藤
城
孝
（
神
奈
川
）

同	

藤
田
錦
信
（
宮　

城
）

同	

毎
熊
城
明
（
長　

崎
）

監　

事	

岩
田
城
龍
（
東　

京
）

同	

大
内
城
晃
（
茨　

城
）

参　

与	

本
間
城
楓
（
道　

央
）

同	

芹
澤
城
征
（
福　

島
）

同	

海
野
錦
麗
香
（
茨　

城
）

同	

金
子
錦
要
（
埼　

玉
）

同	

和
田
錦
堯
（
東　

京
）

同	

石
原
城
興
（
神
奈
川
）

同	

若
槻
城
嗣
（
愛　

知
）

同	

宮
川
城
広
（
滋　

賀
）

同	

土
田
城
絋
（
滋　

賀
）

同	

塩
川
錦
晃
（
大　

阪
）

同	

沖
浦
城
昭
（
広　

島
）

同	

山
本
城
勘
（
山　

口
）

同	

吉
澤
城
正
（
福　

岡
）

同	

飯
田
城
英
（
大　

分
）

同	

山
下
城
音
（
長　

崎
）

同	

宮
本
錦
鷹
（
宮　

崎
）

同	

國
生
城
庵
（
鹿
児
島
）

衆

議

院

議

員

元

衆

議

院

議

員

筑
前
琵
琶
橘
流
日
本
橘
会
会
長

二
松
学
舎
大
学
顧
問

（
株
）日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
社
長

麻　
　

生　
　

太　
　

郎

久　
　

間　
　

章　
　

生

橘　
　
　
　
　

旭　
　

宗

石　
　

川　
　

忠　
　

久

水　
　

島　
　
　
　
　

総

顧　
　

問
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会　

長　
　

城　

戸　

城　

濤

迎　　　春
元        旦
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実
戦
本
位
、
負
け
た
ら
一
族
の
滅

亡
で
す
。
砦
の
上
か
ら
石
や
大
木
を

投
げ
落
と
し
、
と
き
に
は
熱
湯
や
糞

尿
を
ま
き
散
ら
す
。
山
陰
か
ら
は
神

出
鬼
没
の
ゲ
リ
ラ
攻
撃
、
正
成
軍
は

商
人
や
運
搬
人
足
、
山
賊
ま
が
い
の

集
団
で
鎌
倉
武
士
の
よ
う
に
華
や
か

な
甲
冑
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

は
「
七
人
の
侍
」
の
三
船
敏
郎
の
よ

う
な
恰
好
。
当
時
の
戦
は
始
め
に
将

が
前
に
出
、
ど
こ
の
な
に
が
し
と
名

の
り
を
上
げ
、
い
ざ
戦
わ
ん
と
叫
び

弓
合
わ
せ
し
て
合
戦
開
始
。
正
々

堂
々
戦
お
う
と
。

　

し
か
し
こ
の
時
は
違
い
ま
す
。
砦

の
正
成
軍
は
約
八
〇
〇
、
か
た
や
幕

府
軍
は
数
万
の
大
軍
で
す
。
正
面
対

決
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
、
一
騎
打
ち

な
ど
ま
っ
ぴ
ら
御
免
。
鎌
倉
武
士
に

言
わ
せ
れ
ば
卑
怯
千
万
、
侍
失
格
と

言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
圧
倒
的

な
兵
力
の
差
を
埋
め
る
に
は
何
と
言

わ
れ
よ
う
と
戦
略
、
謀
略
の
限
り
を

尽
く
す
以
外
な
い
の
で
す
。

　

正
成
軍
の
優
れ
た
こ
と
は
、
地
元

の
強
み
、
周
辺
の
民
が
積
極
的
に
支

援
し
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
金
剛

山
一
帯
の
修
行
僧
・
山
伏
に
よ
る
支

援
を
受
け
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

一
方
幕
府
軍
は
、
周
辺
か
ら
略
奪
を

繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
民
の
支
持
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
陰
り
の
見
え
る
幕

府
の
命
で
、
渋
々
の
参
戦
だ
か
ら
主

力
の
鎌
倉
武
士
以
外
は
始
め
か
ら
士

気
は
低
く
、
戦
い
が
長
引
く
に
つ
れ

厭
戦
気
分
が
広
ま
り
短
期
圧
勝
ど
こ

ろ
か
次
第
に
負
け
戦
の
よ
う
な
状
況

に
陥
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
正
成
軍

は
約
百
日
持
ち
応
え
ま
し
た
。
正
成

は
始
め
か
ら
勝
つ
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
持
ち
応
え
て
全
国
に
鎌
倉
幕

府
の
非
力
を
宣
伝
し
、
後
醍
醐
天
皇

支
持
を
促
す
狙
い
で
し
た
。
37
歳
の

正
成
が
、
こ
う
し
て
歴
史
に
登
場
し

ま
す
。

　

正
成
は
、
大
阪
河
内
一
帯
で
商
い
・

流
通
を
営
む
武
装
豪
族
の
棟
梁
で
す
。

経
済
の
盛
ん
な
大
阪
圏
で
は
、
以
前

か
ら
利
権
を
巡
り
幕
府
と
武
装
商
人

の
間
で
度
々
紛
争
が
起
き
て
い
て
、

正
成
も
そ
の
一
党
で
、
幕
府
か
ら
見

る
と
課
税
や
公
布
に
反
発
す
る
「
悪

党
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
、

鎌
倉
幕
府
は
末
期
的
な
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。
二
度
の
元
寇
か
ら
始
ま
る

戦
費
、
防
塁
築
堤
、
さ
ら
に
そ
の
後

三
十
年
に
及
び
再
襲
来
に
備
え
て

「
防
人
」
の
派
遣
、
こ
れ
ら
の
費
用

は
全
て
武
士
た
ち
の
自
前
で
す
。
こ

う
し
て
幕
府
は
も
と
よ
り
武
士
た
ち

は
次
第
に
疲
弊
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
執
権
北
条
氏
が

天
皇
を
取
り
込
み
専
制
政
治
が
始
ま

る
と
、
つ
い
に
全
国
か
ら
不
満
が
続

出
、
離
脱
す
る
武
士
た
ち
が
相
次
ま

し
た
。
こ
れ
を
見
た
後
醍
醐
天
皇
は

一
四
五
年
ぶ
り
の
朝
廷
政
権
復
活
の

好
機
到
来
と
捉
え
、
倒
幕
を
企
て
ま

す
が
、
事
前
に
洩
れ
失
敗
、
隠
岐
に

配
流
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
七
年
後
、
天
皇
は
再
び
倒

幕
に
向
け
笠
置
山
で
挙
兵
し
ま
す
。

　

正
成
は
利
権
の
確
保
と
、
天
皇
を

絶
対
と
す
る
朱
子
学
の
思
想
が
合

致
、
幕
府
軍
に
対
し
赤
坂
、
千
早
城

で
挙
兵
、
冒
頭
の
戦
い
で
す
。
し
か

し
、
天
皇
方
は
わ
ず
か
一
ヵ
月
で
鎮

圧
さ
れ
天
皇
は
赤
坂
へ
逃
れ
る
途
中

捕
え
ら
れ
、
隠
岐
へ
二
度
目
の
配
流

と
な
り
ま
す
。
途
中
、
岡
山
県
美
作

院
の
庄
で
児
島
孝
徳
が
闇
に
紛
れ

「
天
莫
空
勾
践
」
を
桜
の
木
に
書
い

て
天
皇
を
励
ま
し
ま
す
。
そ
し
て
翌

年
二
月
、
天
皇
は
隠
岐
を
脱
出
、
島

根
で
再
び
全
国
の
武
将
に
倒
幕
の
宣

旨
を
発
し
ま
す
。
こ
れ
に
応
え
幕
府

の
最
有
力
御
家
人
・
足
利
尊
氏
が
四

月
突
然
寝
返
り
、幕
府
の
京
の
拠
点
・

六
波
羅
探
題
を
攻
略
、
一
方
新
田
義

貞
は
鎌
倉
を
攻
め
落
と
し
鎌
倉
幕
府

は
滅
亡
し
ま
す
。
天
皇
は
尊
氏
に
官

位
を
与
え
上
洛
を
命
ず
る
が
、
武
士

の
政
権
を
諦
め
て
い
な
い
尊
氏
は
な

か
な
か
応
じ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
業

を
煮
や
し
た
天
皇
は
義
貞
に
尊
氏
追

討
を
命
じ
ま
す
。

　

尊
氏
は
天
皇
に
弓
は
弾
け
ぬ
と
戦

い
を
幾
度
も
躊
躇
し
ま
す
が
、
弟
の

直
義
が
義
貞
軍
に
惨
敗
す
る
と
つ
い

に
戦
い
を
決
意
、
義
貞
軍
を
京
に
押

し
戻
し
ま
す
。
し
か
し
京
に
は
強
力

な
陸
奥
国
の
北
畠
顕
家
が
布
陣
、
そ

し
て
正
成
の
様
々
な
謀
略
、
戦
法
が

功
を
奏
し
逆
転
、
尊
氏
を
打
ち
破
り

ま
す
。
尊
氏
は
西
を
目
指
し
て
敗
走

し
て
行
き
ま
し
た
。
こ
の
時
、
正
成

は
天
皇
の
確
固
た
る
重
臣
と
な
る
の

で
す
。
こ
の
大
勝
利
で
天
皇
や
貴
族

達
は
勝
利
の
美
酒
に
酔
い
し
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
、
わ
ず
か
四

か
月
後
、
尊
氏
は
九
州
、
四
国
、
中

国
さ
ら
に
瀬
戸
内
の
水
軍
ま
で
率
い

て
二
十
万
を
超
す
大
軍
で
京
を
目
指

し
て
き
た
の
で
す
。
さ
す
が
の
正
成

も
勝
算
な
し
と
天
皇
に
和
睦
を
建
言

し
ま
す
。
し
か
し
勝
利
の
酔
い
が
覚

め
や
ら
ぬ
天
皇
た
ち
は
面
子
に
こ
だ

わ
り
一
笑
に
付
し
ま
す
。さ
れ
ば
と
、

天
皇
を
比
叡
山
に
避
難
さ
せ
尊
氏
軍

を
京
に
誘
い
込
み
得
意
の
ゲ
リ
ラ
戦

で
長
期
戦
に
持
ち
込
み
兵
糧
攻
め
に

す
る
必
勝
作
戦
を
建
言
し
ま
す
。
し

か
し
、
逃
げ
る
と
は
何
事
ぞ
と
こ
れ

も
却
下
。
正
成
こ
の
時
、
死
を
覚
悟

し
ま
す
。
天
皇
の
重
臣
と
な
っ
た
以

上
、
朱
子
学
の
理
念
で
あ
る
忠
臣
を

貫
く
ほ
か
道
は
無
か
っ
た
の
で
す
。

　

尊
氏
追
討
の
命
が
発
せ
ら
れ
ま
す
。

勝
て
ぬ
戦
い
に
約
七
百
騎
の
正
成
軍

は
兵
庫
の
湊
川
に
向
か
い
ま
す
。
途

中
桜
井
の
駅
で
子
、
正
行
に
一
族
の

存
続
を
託
し
諭
し
て
返
し
ま
す
。
戦

い
が
始
ま
る
と
主
力
の
新
田
義
貞
軍

は
圧
倒
的
な
大
軍
に
間
も
な
く
総
崩

れ
と
な
り
敗
走
し
ま
す
。
正
成
は
約

六
時
間
戦
う
も
、
つ
い
に
力
尽
き
、

残
り
七
十
騎
余
り
、
弟
の
正
季
ら
と

自
害
し
ま
す
。
四
十
二
才
わ
ず
か
四

年
余
り
の
歴
史
へ
の
登
場
で
し
た
。

　

武
士
は
節
義
を
重
ん
ず
る
。
の
ち

の
武
士
道
の
定
義
の
先
駆
者
と
し
て

正
成
は
江
戸
中
期
、
徳
川
光
圀
の
大

日
本
史
で
我
国
第
一
の
忠
臣
と
し
て

称
え
ら
れ
講
談
や
芝
居
で
広
く
民
衆

に
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
り
、
頼
山
陽

に
よ
る
「
大
楠
公
」
を
は
じ
め
数
多

く
の
漢
詩
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

正
成
は
特
に
戦
前
戦
中
、
忠
臣
軍

神
と
し
て
全
国
民
に
周
知
さ
れ
ま
す
。

♪
青
葉
繁
れ
る
桜
井
の
～
、
当
時
小

学
生
以
上
の
人
達
は
ず
い
ぶ
ん
歌
い

聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
日
本

史
上
こ
れ
ほ
ど
戦
略
、
政
略
に
卓
越

し
な
が
ら
天
皇
に
死
を
以
て
殉
じ
た

唯
一
の
人
物
と
言
え
ま
す
。

　

終
り
に
、
正
成
は
忠
臣
蔵
と
並
び

日
本
人
の
心
を
魅
了
し
て
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
背
景
は
江
戸
時
代
の
長
期

に
及
ぶ
戦
い
の
な
い
太
平
の
世
、
そ

し
て
日
清
日
露
の
連
勝
で
国
を
あ
げ

て
不
敗
神
話
に
沸
き
立
つ
国
情
と
、

危
機
に
無
縁
な
人
々
に
と
っ
て
、
義

を
貫
き
死
ん
で
い
っ
た
彼
ら
の
美
し

さ
に
同
情
の
涙
を
注
ぎ
、
心
打
た
れ

る
の
で
す
。
正
成
は
軍
部
に
よ
っ
て

忠
臣
を
強
調
・
美
化
さ
れ
戦
争
邁
進

の
宣
伝
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
戦
後
、
忠
臣
蔵
と
比
べ
正
成
の

登
場
は
激
減
し
ま
し
た
。
圧
倒
的
な

大
軍
に
耐
え
抜
い
た
「
千
早
城
」。

正
成
の
合
理
的
な
戦
略
こ
そ
学
ぶ
べ

き
で
し
た
。

「
大
楠
公
」　

楠
木
正
成

宮
城
県　

竹　

山　

城　

雪
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こ
の
度
、
詩

吟
朗
詠
錦
城
流

最
高
位
の
「
宗

範
」
を
、
令
和

３
年
11
月
１
日

付
で
允
許
さ
れ

ま
し
た
。

　

宗
家
・
山
元

錦
城
先
生
か

ら
、
何
の
前
触

れ
も
な
く
、
突

然
、
11
月
10
日

に
下
付
を
賜
り

ま
し
た
。
総
師
範
授
与
昭
和
52
年
12

月
３
日
よ
り
、
44
年
目
の
昇
格
と
な

り
ま
し
た
。
長
年
の
努
力
が
認
め
ら

れ
た
事
は
、
身
に
余
る
事
に
て
、
と

て
も
嬉
し
く
感
謝
の
思
い
で
一
杯
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
縁
あ
り
ま
し
て
錦
城
流
に
昭
和

34
年
に
入
門
以
来
、
62
年
間
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
一

歩
一
歩
続
け
て
き
た
努
力
の
結
果
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
錦
城
会
役
員
と

し
て
無
事
に
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
事
に
、
流
祖
先
生
・
宗
家
山

元
錦
城
先
生
他
先
生
方
の
ご
加
護
の

賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
宗
範
」
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
も
、
吟
道
に
励
み
、
錦

城
流
宗
範
の
名
を
汚
さ
な
い
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
教
導

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「
宗
　
範
」
に
昇
格
し
て

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
副
会
長　

金
子　

城
大

　

去
る
6
月
12
日
、
宗
家
を
お
迎
え

し
、
令
和
３
年
福
島
県
本
部
師
範
研

修
会
を
、「
お
も
て
な
し
・
う
お
し
ん
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
小
林
徳
行
先
生

の
尺
八
伴
奏
で
、
師
範
・
総
伝
師
範
・

総
教
師
範
・
大
師
範
21
名
が
独
吟
を

披
露
し
た
後
、
宗
家
の
講
評
を
頂
き

ま
し
た
。

　

宗
家
は
、
緊
急
事
態
宣
言
と
不
要

不
急
の
外
出
自
粛
に
よ
り
、
稽
古
も

ま
ま
な
ら
な
い
中
、
久
し
ぶ
り
に
元

気
な
吟
声
が
聞
か
れ
た
の
で
喜
ば
し

コ
ロ
ナ
禍
で
師
範
研
修
会
を
開
催

福　

島　

県　

本　

部

い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

当
本
部
は
、
令
和
元
年
に
大
豪
雨

被
害
に
遭
い
、
そ
れ
に
続
く
コ
ロ
ナ

禍
で
会
員
の
減
少
、
稽
古
場
使
用
不

可
も
長
く
続
き
ま
し
た
が
、
大
き
な

声
で
元
気
よ
く
発
表
出
来
た
こ
と
に

満
足
感
と
喜
び
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
詩
吟
の
楽
し
み
方
と
詩

文
表
現
力
の
探
究
に
つ
い
て
講
話
を

受
け
、
食
事
会
を
開
催
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
パ
ネ
ル
の
仕
切
り
は
あ
り
ま
し

た
が
、
和
や
か
に
歓
談
後
、
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
福
島
県
本
部
長　

芹
澤
城
征
）
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A

新
入
会
員
の
紹
介

（
６
／
28
〜
11
／
23
）　 

甚
目
寺
道
場　

寺
前
孝
子
（
前
回
掲

載
が
漏
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
）

彦
根
支
部　

杉
江
久
子　

世
田
谷
支
部　

室
谷
俊
之　

長
嶋
幸

一
郎　

安
藤
周
二

野
洲
支
部　

田
中
麗
那

大
津
支
部　

上
田
直
喜

宮
崎
支
部　

小
林
か
を
る

鹿
児
島
支
部　

箸
野
碧　

酒
匂
芳
子

伊
万
里
支
部　

冨
永
順
子

広
島
南
支
部　

フ
イ
デ
ル
・
ニ
キ
ー

タ
美
沙

気
仙
沼
支
部　

伊
東
文
子

玖
珠
支
部　

衛
藤
裕
子　

白
地
澪
莉

長
崎
支
部　

白
石
松
子

水
戸
支
部　

海
野
正
保

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A
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A
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A
A

A
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A
A
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本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

３
・
６
・
26
よ
り

３
・
11
・
25
ま
で

７
月
３
～
４
日　

北
海
道
道
南
本
部

の
講
習
研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

13
日 

全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

編
成
会
議

　
　

30
～　

鹿
児
島
県
本
部
の
講
習

８
月
２
日　

研
修
会
と
昇
格
審
査

９
月
10
～
12
日　

愛
知
県
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

10
月
22
日　

長
崎
県
・
佐
賀
県
本
部

の
昇
格
審
査

　
　

23
～
24
日　

福
岡
県
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

30
～　

広
島
県
本
部
の
講
習
研

11
月
１
日　

修
会
と
昇
格
審
査

　
　

６
～
７
日　

北
海
道
道
央
本
部

の
講
習
研
修
会

　
　

10
～
11
日　

第
１
回
最
高
指
導

者
研
修
会

　
　

14
日　

静
岡
県
本
部
の
講
習
研

修
会
と
昇
格
審
査

　
　

24
～
25
日　

第
２
回
最
高
指
導

者
研
修
会

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
日

佐
藤
錦
晄　
（
宮
城
県
）　
　

３
・
７

髙
橋
城
純　
（
福
島
県
）　
　

３
・
７

福
岡
城
明　
（
北
海
道
）　
　

３
・
８

平
田
錦
礼　
（
鹿
児
島
県
）　

３
・
８

田
中
錦
舞　
（
鹿
児
島
県
）　

３
・
８

尾
崎
錦
生　
（
鹿
児
島
県
）　

３
・
８

上
丸
錦
桂　
（
鹿
児
島
県
）　

３
・
８

末
葊
城
顕　
（
鹿
児
島
県
）　

３
・
８

末
滿
錦
揚　
（
鹿
児
島
県
）　

３
・
８

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

下
関
支
部
（
山
口
）

支
部
長　

田
中
城
芳

三
日
月
道
場
（
佐
賀
）

道
場
長　

武
富
錦
琳

江
北
道
場
（
佐
賀
）

道
場
長　

藤
瀬
錦
扇

相
模
原
道
場
（
神
奈
川
）

道
場
長  

八
重
樫
錦
祥

豊
平
支
部
（
道
央
）

支
部
長　

佐
藤
錦
孝

八
幡
支
部
（
福
岡
）

支
部
長　

渡
部
錦
樹

名
古
屋
熱
田
道
場
（
愛
知
）

道
場
長　

村
瀬
城
博

佐
世
保
支
部
（
長
崎
）

支
部
長　

後
藤
錦
曜

☆錦友の原稿募集中☆
　コロナ禍で催しもなく、
錦友の原稿が不足しており
ます。行事の報告だけでな
く自由に書いてください。
　次回の締め切りは、2月
末日です。ご投稿をお待ち
しています。

錦友担当（Ｓ）


